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憲法９条平和の砦 みんなの力で守りましょう （１）

町田南地域

「
改
憲
発
議
許
さ
な
い
！
守
ろ
う
平
和
と
い

の
ち
と
く
ら
し
２
０
２
２
憲
法
大
集
会
」
が
、

３
年
ぶ
り
に
有
明
防
災
公
園
で
開
催
さ
れ
、

五
月
晴
れ
の
下
、
約
１
万
５
千
人
が
集
い
ま

し
た
。
町
田
南
地
域
九
条
の
会
か
ら
は
、

12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
川
口
真
由

美
さ
ん
の
力
強
く
、
希
望
溢
れ
る
平
和
の
歌

で
始
ま
っ
た
集
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
続
く
中
で
の
開
催
で
し
た
。

一
日
も
早
い
終
結
・
停
戦
を
願
い
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
特
別
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
方
面
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

九
条
は
国
の
お
金
を
軍
事
で
は
な
く
、
社
会

保
障
な
ど
暮
ら
し
の
た
め
に
使
う
仕
組
み
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
竹
信
三
恵
子
さ
ん
に
、

中
野
晃
一
さ
ん
は
改
憲
派
が
増
え
た
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
世
論
調
査
を
細
か
く
見
て
い

く
と
人
々
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
足
元
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
こ
と
、
９
条
を
活

か
す
事
こ
そ
が
人
々
の
願
い
だ
と
指
摘
し
ま

し
た
。
与
党
な
ど
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗

じ
て
主
張
す
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
な
ど

軍
事
に
よ
る
「
抑
止
力
」
は
、
軍
拡
競
争
と

相
互
不
信
を
拡
げ
る
だ
け
だ
と
法
律
家
の
大

江
京
子
さ
ん
は
断
じ
ま
し
た
。

今
年
も
学
ぶ
こ
と
の
多
い
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

前方：舞台 ／ 手前：町田南地域九条のノボリ
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安
全
保
障
や
「
有
事
」
を
め

ぐ
る
議
論
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル

発
射
、
そ
し
て
中
国
の
力
を
背

景
に
し
た
一
方
的
な
現
状
変
更

の
試
み
な
ど
を
背
景
に
・
・
・
。

中
で
も
先
月
、
自
民
党
安
全

保
障
調
査
会
が
岸
田
首
相
に
提

出
し
た
提
言
は
、
今
ま
で
の

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
保
有
論

か
ら
一
線
を
画
す
危
険
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

提
言
は
、
名
称
を
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」
か
ら
「
反
撃
能
力
」

に
変
更
し
、
「
専
守
防
衛
の
考

え
方
の
下
」
と
留
保
を
つ
け
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
一
見
抑
制

的
に
見
る
む
き
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
そ

の
実
態
は
、
戦
争
へ
の
道
を
お

し
進
め
る
も
の
で
す
。

第
一
に
、
提
言
は
「
弾
道
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
を
含
む
わ
が
国
へ

の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
反
撃
能

力
」
の
保
有
を
求
め
る
ば
か
り

か
、
「
反
撃
能
力
の
対
象
範
囲

は
、
相
手
国
の
ミ
サ
イ
ル
基
地

に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

指
揮
統
制
機
能
等
も
含
む
」
と

し
て
い
ま
す
。
「
指
揮
統
制
機

能
等
」
と
言
え
ば
、
ま
さ
に
相

手
国
の
中
枢
で
あ
り
、
こ
の
点

は
「
専
守
防
衛
」
の
枠
を
踏
み

越
え
、
米
軍
の
打
撃
力
の
一
部

を
担
う
こ
と
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。第

二
に
、
提
言
は
防
衛
費
に

つ
い
て
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
国

防
予
算
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
目
標

（
２
％
以
上
）
も
念
頭
に
、
５

年
以
内
に
必
要
な
予
算
水
準
の

達
成
を
目
指
す
」
と
明
記
し
た

こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
点
は
、

近
隣
諸
国
に
不
信
を
広
げ
、

「
軍
事
に
は
軍
事
で
対
抗
す
る
」

悪
循
環
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
平
和
主
義
を
か

か
げ
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
を

持
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
そ
の

真
価
を
発
揮
す
る
時
で
す
。

軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
の
拡
大
や
軍

拡
競
争
で
は
、
国
際
紛
争
を
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
第
３
次
世
界
大
戦
に

道
を
開
き
か
ね
ま
せ
ん
。

「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公

正
と
信
義
に
信
頼
し
」
、
外
交

的
な
話
し
合
い
と
努
力
の
積
み

重
ね
の
中
で
、
平
和
的
な
国
際

環
境
と
テ
ー
ブ
ル
つ
く
り
に
、

日
本
は
貢
献
す
べ
き
で
す
。

戦争への道をおし進める

「反撃能力」自民党提言

つくし野 鵜養 孝

あ
す
わ
か
（
若
手
弁
護
士
の
会
）
イ
ラ
ス
ト



（３） ひとり一人の生活守れる社会保障を 2022年5月 NO.203

国
会
周
辺
も
先
月
（
３
月
）

よ
り
少
し
気
温
が
上
が
り
、
底

冷
え
す
る
寒
さ
は
感
じ
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の
通

り
、
携
帯
用
の
イ
ス
に
座
っ
て
楽

を
決
め
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

隣
の
お
じ
さ
ん
は
背
筋
を
ピ
ン

と
伸
ば
し
て
立
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
そ
う
だ
！
」
と
か

「
よ
っ
し
ゃ
！
」
と
大
声
で

弁
士
の
話
に
あ
い
づ
ち
を
打
っ

た
り
、
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
９
月

19
日
、

安
倍
内
閣
は
集
団
的
自
衛
権

を
違
憲
か
ら
合
憲
に
解
釈
を
変

え
、
自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た

「
安
保
法
制
」
を
参
院
本
会
議

で
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
以
来
、

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
」
と
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
共

同
し
て
毎
月
19
日
、
国
会
前

で
反
対
行
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

77
回
目
は
４
月

19
日
、
衆

院
第
２
議
員
会
館
前
で

18
時

30
分
か
ら
始
ま
り
、
９
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
で
も
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
と
い
う
雰
囲

気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
改
憲

反
対
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
反
対
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
や
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
反
対
、
い
の
ち
と
暮
ら

し
と
営
業
を
守
れ
な
ど
が
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。

立
憲
野
党
を
は
じ
め
各
界
か

ら
の
挨
拶
や
決
意
表
明
が
終
わ
っ

た
後
、
主
催
者
か
ら
韓
国
で
も

「
毎
月
19
日
行
動
」
が
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

「
韓
日
和
解
と
平
和
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
」
韓
国
運
営
委
員
会

が
ソ
ウ
ル
鍾
路
区
（
チ
ョ
ン
ロ

グ
）
の
日
本
大
使
館
前
で
記
者

会
見
を
開
き
、
韓
国
の
市
民
社

会
も
日
本
の
運
動
と
連
帯
し
て

毎
月
「
19
日
行
動
を
展
開
す
る
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
日
本
政
府
が
過
去

に
対
す
る
反
省
と
責
任
を
回
避

す
る
こ
と
は
、
平
和
を
無
く
す

こ
と
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
日
本
の
平
和
憲

法
を
守
る
事
が
朝
鮮
半
島
の
平

和
プ
ロ
セ
ス
実
現
の
力
に
な
る

と
し
て
、
韓
国
で
も
こ
う
し
た

運
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
東
北

ア
ジ
ア
の
平
和
と
共
存
を
実
現

し
て
行
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

と
強
調
し
ま
し
た
。

平
和
憲
法
守
る
日
本
の
市
民

運
動
を
北
東
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々

に
も
、
更
に
伝
え
広
げ
て
い
く

こ
と
も
大
切
な
よ
う
で
す
。

韓
国
で
の
「
毎
月
19
日
行
動
」

は
、
上
記
「
平
和
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
」
に
よ
っ
て
、
日
本
大
使
館

前
で
の
「
１
人
デ
モ
」
に
な
る
こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

(

小
川

立
石
憲
市
郎
）

「
毎
月
19
日
行
動
」
韓
国
に
拡
大

一
人
デ
モ
（
一
人
示
威
）

一
人
で
行
う
デ
モ
活
動

で
、
「
集
会
お
よ
び
示
威

に
関
す
る
法
律
」
（
集
示

法
）
に
よ
り
、
複
数
の
人

が
公
共
の
場
所
で
行
う
デ

モ
に
届
出
を
必
要
と
す
る

大
韓
民
国
で
、
頻
繁
に
行

わ
れ
る
示
威
行
為
形
態
。

大
使
館
前
と
い
っ
た
法

的
に
デ
モ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
場
所
で
も
、

無
届
の
一
人
デ
モ
が
黙
認

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

「不当解雇」撤回を求める
青瓦台前での一人デモ



◆
５
・
３
憲
法
集
会

・
５
月
３
日
（
火
）

11
時
～

・
場
所

有
明
防
災
公
園

・
参
加
者

全
体

１
万
５
千
人

当
会

12
人

◆
ま
ち
だ
市
民
連
合
定
例
宣
伝
行
動

・
５
月

19
日(

木)

13
時
～

14
時

・
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
前
北
口
デ
ッ
キ

◆
第

78
回
毎
月

19
日
行
動

・
５
月

19
日(

木)

18
時
30
分
～

・
衆
院
第
２
議
員
会
館
前

・
参
加
者
の
集
合
場
所
と
集
合
時
間

田
園
都
市
線
「
長
津
田
駅
」

渋
谷
寄
り
ホ
ー
ム

17
時

30
分

・
場
所

衆
院
第
２
議
員
会
館
前
中
心

・
主
催
（
共
催
）

戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
／
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

日
本
国
憲
法
第
９
条

[

戦
争
の
放
棄
、
軍
備
及
び
交
戦

権
の
否
認]

①

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序

を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠

実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た

る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇

又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛

争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交

戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

行事の

お知らせ

九
条 会 に ぜ ひ ど う ぞ

－ 憲法９条守り生かして戦争のない世界を －

■思想・信条・宗教・支持政党のいかんを問わず、９
条守る一点で作られた個人加入の市民団体です。

■会費は年500円。ニュースや会報、その他宣伝物の
発行、学習討論会などの費用にあてています。

■加入の方法（会員に知り合いがあればその人を通しても）

☆電話/ファックスは「042-796-6684」に。
☆インターネットからは「町田南地域九条の会」と入
力して「会則と加入」のページで。

の
町田南地域

2022年5月 NO.203 憲法9条世界が注目、21世紀に輝く憲法です （４）

５
月
の
主
な
行
動

◆ 5・19 国会議員会館前行動

マスクをして参加を

改憲反対！

ウクライナ
侵略やめろ！

町田南地域九条の会第67回学習討論会

「台湾有事は日本有事か？」
「尖閣諸島や与那国島は，台湾から離

れていない。台湾への武力侵攻は日本

への重大な危険を引き起こす。台湾有

事は日本有事であり，日米同盟の有事でもある」

との安倍晋三氏の発言をどう見るか？

半田滋氏(軍事ジャーナリスト・元東京新聞論説

委員 )の説明(動画)を参考にします。

2022年5月14日(土)14:00～

南市民センター第１会議室

司会 鬼塚希代仁さん(町田南地域九条の会世話人)

※参加費なし

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
侵
略
を
や
め
ろ
／
改
憲
発
議
反
対

命
と
暮
ら
し
雇
用
と
営
業
守
れ
／
政
治
を
変
え
よ
う
！

まちだ市民連合


